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1 はじめに 

近年インターネットは社会基盤としての地位を確立し、日常生活の様々な局面において ICT は無くてはならないものとなっ

ており、さらに IoT や人工知能（AI)、ビッグデータなどの技術革新により、生活に大きな変化がもたらされ始めている。初等・

中等教育においては、2019 年に文部科学省が GIGA スクール構想を掲げ、1 人 1 台の端末と高速大容量の通信ネットワークを

一体的に整備し、これまでの教育実践と最先端の ICT のベストミックスを図ることで、学習活動の一層の充実と主体的・対話的

で深い学びの視点からの授業改善の取り組みが進められている。大学においては、2021 年より内閣官房が開催する教育未来創

造会議において「我が国の未来をけん引する大学等と社会の在り方について」の提言案が検討されており、具体的方策として挙

げられている「未来を支える人材をはぐくむ大学等の機能強化」の中で「デジタル技術を駆使したハイブリット型教育の転換」、

「大学 DX の促進」が必要とされている。 

本学では、2020 年以降の新型コロナウイルスの世界的な感染拡大の状況において、オンライン授業の全面展開とそれを支え

る情報基盤の整備が急速に進展した。これら情報基盤の整備は短期的視点でみるとコロナ禍への対応という位置づけで実施され

たものであるが、今後 2030 年代を見据え大学 DX を本格的に推進していくためのインフラとして重要な役割を担っている。 

一方 ICT の急速な広がりによって、情報セキュリティの脅威は組織だけでなく個人にとっても身近な脅威となっており、マル

ウェアや不正アクセスによる被害が年々増加している。また、特定組織の情報を狙った標的型攻撃や身代金要求型不正プログラ

ムのランサムウェアなどの新たな情報セキュリティの脅威に対抗する必要が生じている。日々変化する情報セキュリティの脅威

から学内の重要な情報資産を守りつつ新しい学びや先進的な研究に資する教育・研究情報システムの整備を継続的に実施する必

要がある。 

本学では、立命館情報基盤整備委員会において策定された情報基盤整備計画に基づき整備を実施し、各年度「アニュアル・レ

ポート」において整備実績および利用実態を報告し、情報基盤整備の到達度を評価するとともに新たな方針策定をおこなってい

る。本レポートでは 2022 年度の教育・研究向け情報基盤の整備実績と利用実態について報告する。 

2 情報基盤整備の実績 

2-1 サーバシステムの整備 

2-1-1 統合サーバ基盤更新整備 

2015 年度に稼働した統合サーバ基盤の老朽化にともない、2021 年度より新しい統合サーバ基盤を稼働させ、旧機器上

で稼働するシステムの移行を進めてきた。2022 年 8 月にすべてのシステムの移行が完了したため、旧機器の解体および

廃棄を実施した。 

2021 年度より稼働した統合サーバ基盤は、定期メンテナンス（各種ソフトウェアのバージョンアップ）に加えて、最新

OS への対応整備を実施した。 

2-1-2 クラウドサーバ基盤整備 

オンプレミスのサーバ基盤では、大規模災害を考慮した耐障害性に限界があること、フレキシブルな拡張が困難である

こと、今後クラウド（IaaS）環境での構築を前提としたシステムの増加が見込まれることから、2021 年度から 2022 年度

にかけて、クラウド（IaaS）サーバ基盤の構築を進めており、これを完了した。 

2023 年 1 月より同基盤上でシステムの稼働が開始した。 
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2-2 ネットワーク環境の改善 

2-2-1 無線 LAN 利用可能エリアの拡張および多重接続性強化 

過年度から継続して無線 LAN の利用可能エリアの拡張および多重接続性強化を図るため、各学部・部課からの整備要

望を踏まえ無線 LAN のアクセスポイントを増設した。 

 

増設箇所： 

衣笠キャンパス：至徳館、修学館、尚学館、尽心館、研心館、恒心館、西園寺記念館 

BKC：ウエストウイング、学術フロンティア共同センター、コラーニングハウスⅡ、バイオリンク、ローム記念館 

OIC：AC 棟、AS 棟 

 

無線 LAN アクセスポイント増設台数：141 台 

2-2-2 老朽化ネットワーク機器更新整備 

保守期限が到来し老朽化した衣笠キャンパス、BKC、OIC、データセンターの有線 LAN 用 WEB 認証装置、無線 LAN

アクセスポイントの更新を行った。 

有線 LAN 用 WEB 認証装置は、Zoom 等を利用したハイブリット型授業への対応で有線 LAN の重要性が増したため、

耐障害性を考慮した冗長構成にした。大阪梅田キャンパス、東京キャンパスの有線 LAN 用 WEB 認証装置は、データセ

ンターに集約することで効率化した。 

無線 LAN アクセスポイントは朱雀キャンパス、衣笠キャンパス、BKC の主に教室以外の機器を更新した。 

無線 LAN アクセスポイントの更新台数：607 台 

 

2-2-3 建屋改修に伴うネットワーク機器更新整備 

国際平和ミュージアム第 2 期リニューアルに伴い、ネットワークスイッチ、無線 LAN アクセスポイントの導入といっ

たネットワーク整備を行った。 

 

2-3 教室映像音響システム整備 

2022 年度は、2020 年にすべての教室に整備した Web 授業のための環境を改善したほか、衣笠キャンパス、BKC、朱雀キ

ャンパスにおいて、老朽化対策と HDMI 対応を実施した。OIC では整備から 8 年近く経過し老朽化が始まった機器類の更新

を実施した。また、2021 年度に実施した大阪梅田キャンパスの情報教室からアクティブラーニング教室への整備をもとに、

テレビ会議システムをベースとした創思館の旧遠隔講義室をアクティブラーニング教室へと進化させる整備を行った。 

 

① 衣笠   ：情報教室 5 室、遠隔講義室 1 室（HDMI 対応＋老朽化対策） 

中教室１室（プロジェクタ更新） 

② BKC   : 情報教室 8 室、遠隔講義室 2 室（HDMI 対応＋老朽化対策） 

小教室 6 室（プロジェクタ更新） 

③ 朱雀    : 遠隔講義室 1 室 

④ OIC   ：大教室 2 室（プロジェクタ、制御機器） 

⑤ 大阪梅田 ：小教室 ４室（HDMI 対応＋老朽化対策） 
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2-4 セキュリティ対策 

2-4-1 多要素認証必須化 

学内構成員に対する金銭や情報の窃取を目的としたフィッシングメールやマルウェアは年々増加しており、従来のパスワー

ドのみを用いた情報システムのセキュリティ対策では十分な安全性が確保できない状況にあったことから、2019 年度から多

要素認証の導入を進めており、2023 年 3 月に立命館大学の全構成員に対し多要素認証の利用を必須化した。 

 

 

3 情報環境および各種サービスの利用実態 

3-1 ネットワーク環境の利用実態 

3-1-1 ネットワーク回線 

2022 年度における、学内からインターネットへのアクセス回線（対外線）の利用状況(図 1-①)は、開講時期で最大で

11.05Gbps 程度と 2020 年度(4.4Gbps)、2021 年度（6.3Gbps）と比較して大幅に増加している。これは「新型コロナウイル

ス感染拡大に対する立命館大学の行動指針（BCP）」における活動制限レベルが引き下げられたことでキャンパス内から Web

授業を受講する学生が増加したことが要因と推測される。しかし最大でも帯域の約 55%の通信量であり、十分に余裕をもって

運用できている。 

図１-②から図１-⑦までのキャンパス間回線およびデータセンターとキャンパス間の回線ならびに図 2-①から図 2-⑨まで

の附属校/APU とデータセンター間の回線の平均利用状況は 50%以上の空き帯域があり十分に余裕を持って運用できている。 

 
表１ 一般教室における主要機材の設置状況（2023 年 3 月末現在） 

ブルーレイ 書画カメラ ＨＤＭＩ

ＢＤ ＯＨＣ 入力

衣笠 整備室数（増減） 201(0) 224(0) 240(0) 190(0) 146(0) 254() 238(+1)

設置率（前年比) 79%(0%) 88%(0%) 94%(0%) 75%(0%) 57%(0%) 100%(0%) 94%(+1%)

BKC 整備室数（増減） 157(0) 127(0) 157() 157(0) 109(0) 157(0) 157(+2)

設置率（前年比) 100%(0%) 81%(0%) 100%(3%) 100%(0%) 69%(0%) 100%(0%) 100%(+2%)

OIC 整備室数（増減） 42(0) 25(0) 138(0) 0(0) 0(0) 114(0) 138(0)

設置率（前年比) 30%(0%) 18%(0%) 100%(0%) 0%(0%) 0%(0%) 83%(0%) 100%(0%)

朱雀 整備室数（増減） 16(0) 17(0) 17(+7) 16(0) 2(0) 19(0) 18(+1)

設置率（前年比) 84%(0%) 89%(0%) 100%(+16%) 84%(0%) 11%(0%) 100%(0%) 95%(+6%)

教室数

254(0)

157(0)

138(0)

19(0)

プロジェクタ ディスプレイ ＶＨＳ カセット
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図１ 立命館大学ネットワーク概念図およびネットワーク利用帯域の推移 
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図 2 各校のネットワーク概念図およびネットワーク利用帯域の推移 
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3-1-2 無線 LAN 

無線 LAN 延べログイン数(図 3)および無線 LAN 実利用者数(図 4)は 2021 年度から増加しており、無線 LAN 延べログイン

数は過去 5 年間において最大となった。これは「新型コロナウイルス感染拡大に対する立命館大学の行動指針（BCP）」にお

ける活動制限レベル引き下げによってキャンパス内で授業を受講する学生が増えたことに加え、2020 年度末に導入した

802.1x 認証(Rits-1Xauth、5GHz-Rits-1Xauth が該当)は一度端末を無線 LAN に接続すると以降は自動的に再接続するため、

利用者が意識せず無線 LAN を利用するようになったことが主たる要因と推測される。また 802.1x 認証の利用者増加に伴い、

それ以前から導入していた Web 認証(Rits-Webauth)の利用者は年々減少している。学部別および大学院研究科別の無線 LAN

延べログイン数および実利用者数は図 5～図 8 の通り。 

 

 

 

  
図 3 無線 LAN 延べログイン数の推移 

※教職員その他利用含む 

図 4 無線 LAN 実利用者数の推移 

※教職員その他利用含む 

 
図 5 学部別無線 LAN 延べログイン数の推移 

 

図 6 大学院研究科別無線 LAN 延べログイン数の推移 
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3-1-3 VPN 接続 

VPN とは「Virtual Private Network」の略で、自宅や外出先などの学外からインターネットを使って RAINBOW ネット

ワーク（学内）に接続するサービスで、学内のネットワークに接続したパソコン（マルチメディアルームや情報教室のパソコ

ンや無線 LAN 接続の個人所有パソコンなど）からしか利用できないコアデータベースなどのサービスを自宅など学外から利

用することができる。2022 年度は前年度に引き続きログイン数、利用者数が減少した（図 9、図 10）。これは「新型コロナ

ウイルス感染拡大に対する立命館大学の行動指針（BCP）」における活動制限レベル引き下げによってキャンパス内で授業を

受講する学生が増えたことが主たる要因と推測される。学部別および大学院研究科別の VPN ログイン数および実利用者数は

図 11～図 14 の通り。 

 

 

図 7 学部別無線 LAN 実利用者数の推移 

 

図 8 大学院研究科別無線 LAN 実利用者数の推移 

  
図 9 VPN 接続延べログイン数の推移 

※教職員その他利用含む 

図 10  VPN 接続実利用者数の推移 

※教職員その他利用含む 
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図 11 学部別 VPN 接続延べログイン数の推移 

 

図 12 大学院研究科別 VPN 接続延べログイン数の推移 

  
図 13 学部別 VPN 接続実利用者数の推移 
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3-2 パソコン環境の利用実態 

3-2-1 授業・自習用パソコン（RAINBOW PC）の設置状況 

1） 情報教室 

 

 

図 14 大学院研究科別 VPN 接続実利用者数の推移 

情報教室には情報処理演習室と情報語学演習室の 2 種類があり、情報語

学演習室では教材の音声を教卓から学生卓のヘッドセットに配信できる

仕組みを導入している（表 2）。但し 2020 年度から感染症の接触感染予

防の観点から教室備え付けのヘッドセットは取り外し、利用者が持ち込ん

だヘッドセットを利用する運用としている。 

これらの教室では、原則として受講生 1 名が 1 台のパソコンを使用でき

る。また 2 席のパソコンの中間に、教卓で操作している教員のパソコン画

面や、教材提示装置、AV 機器の映像を提示できるモニターを配置してい

る。 

パソコンは、ソフトウェアの不具合やセキュリティ上の問題に対応する

ため、月に１回、環境保全のための更新を行っている。4,000 台弱のパソ

コンを効率的に管理するために、ソフトウェアのバージョンアップを管理

サーバにて集中的に実施できる仕組みを整備している。これにより教室の

利用制限を最小限に抑えつつ迅速な環境更新を実現している。また、多数

の利用者が共用することを前提に、利用者によりパソコンのローカルディ

スクに置かれたファイル等はログオフ時に消去して、標準の状態に戻るよ

うに設定している。 

2022 年度も引き続き新型コロナウイルス感染症対策として利用者間の

距離を保つため利用禁止席を設けて運用したため、授業で利用可能な席は

設置台数と比べて少なくなった｡また、一定以上の距離をとれない席は席

間にアクリル板を設置した。 

 

表 2 授業・自習用パソコン（RAINBOWPC）設置
状況一覧（情報教室） 
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2） マルチメディアルーム等 

3） プリントステーション 

情報教室や MMR が開室していない時間帯でも利用可能なパソコンおよび複合機のセットをオープンスペースに設置して

おり、これをプリントステーションと呼称している。 

また、これらの設備は、学生自身が保有するパソコン、タブレット端末、スマートフォンからも印刷が可能であり、BYOD

を支える環境となっている。 

4） 教材開発環境・教員控室 

 衣笠キャンパスの各学部教員控室や衣笠キャンパス、BKC、OIC の教員ラウンジには、情報教室と同じソフトウェアが利

用できるパソコンを設置して、教材の動作を確認するための環境を提供している。また、衣笠キャンパス、BKC、OIC にそ

れぞれ教材作成室があり、AV 機器や機材を用いて教材の作成ができるようにしているほか、大判プリンターやカラープリン

ターを設置し教員の利用に供している。またこれらの部屋は教員を対象に提供しているが、一部の施設については、TA（テ

ィーチング・アシスタント）や ES（教育サポーター）など、予め登録された大学院生・学生も利用可能としている。 

5） 貸出用ノートパソコン 

衣笠キャンパス、BKC、OIC の各教員ラウンジなどでは、主に教員に対してノートパソコンの貸出しを行っている。衣笠

キャンパス平井嘉一郎記念図書館と BKC メディアライブラリー、OIC 図書館では、図書館施設を利用する学生に対して、ま

たOICの ICT-Lab.では、キャンパス内で利用する学生に対してノートパソコンの貸出しを行っている。これらのパソコンは、

文書作成や表計算、ブラウジングなどの標準的なソフトウェアが動作するようになっており、また、多数の利用者が共用する

ことを前提に、利用者によりパソコンのローカルディスクに置かれたファイル等はログオフ時に消去して、標準の状態に戻る

ように設定している。インストールされているソフトウェアの不具合やセキュリティ上の脆弱性に対応するため、半年に１回、

全台に対してセキュリティアップデート等のメンテナンスを行っている。 

6） その他 

 上記以外にも、図書館内に RUNNERS システムの蔵書検索専用パソコン、キャリアオフィスに就職支援専用パソコンを設

置している。 

 

3-2-2 情報教室の利用状況 

1） 授業での情報教室の利用状況 

RISING 履修成績システムを基に情報教室を利用して実施予定だった授業数、授業の担当教員数、それらの授業の延べ

受講登録者数を集計した。いずれも 2021 年度に比して減少の傾向にある（図 15～17）。 

マルチメディアルーム（以下、MMR）は、情報教室と同一仕様のパソ

コンで自学自習することを目的として設置されている（表 3）。 

自学自習のためのパソコンは MMR 以外にも、大学院生共同研究室、大

学院生のための MMR、情報語学自習室、ピア・ラーニングルーム、OIC

の ICT-Lab、大阪梅田キャンパスの自習エリアなどにも設置されている。

いずれも、情報教室と同じソフトウェア環境を整備している。 

2022 年度も前年度に引き続き新型コロナウイルス感染拡大の影響によ

り、利用者間の距離を保つため利用禁止席を設けて運用したため、同時に

利用できるパソコン台数は例年より少なくなった。 

 
表 3  授業・自習用パソコン（RAINBOWPC）設置

状況一覧（MMR） 
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2） 情報教室の稼働率 

施設予約システム TriR Campus の情報教室予約情報および基幹時間割における一般教室稼働率資料より、情報教室お

よび一般教室の稼働率を集計した。（図 18～21）。前年度までは、衣笠キャンパス・OIC は情報教室稼働率よりも一般

教室稼働率の方が高く、BKCは情報教室稼働率の方が高い傾向にあったが、2022 年度は衣笠キャンパス・BKC・OIC すべ

てのキャンパスで一般教室稼働率の方が高くなった（図 18、図 19）。情報教室の施設別稼働率は図 20、曜日時限別稼

働率は図 21 の通り。朱雀キャンパスでは、情報教室の利用は 3 件であった。 

 

  

図 15 情報教室利用の開講授業数 図 16 情報教室利用授業の担当教員数 

 

図 17 情報教室利用授業の延べ受講登録者数 

※RISING 履修成績システムの授業マスターテーブルより集約 

 

 

 

 

図 18 キャンパス別情報教室の稼働率 

※情報教室稼働率 

・施設予約システム TriR Campus のデータをもとに集計。 

・開講期間内の平日（月～金）の 1～5 限 

  [含む] 不足分授業日（祝日授業日）、補講・臨時利用、授業以外の利用 

   [含まない] システムメンテナンス、統一補講日 

図 19 キャンパス別一般教室の稼働率（衣笠教学課調べ） 

※一般教室稼働率 

・基幹時間割決定のために衣笠教学課が作成した資料より作成。 

・開講期間内の平日（月～金）の 1～5 限 

  [含む] 不足分授業日（祝日授業日）、授業以外の利用 

   [含まない] 補講・臨時利用、授業以外の利用、システムメンテナンス、統一補講日 
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図 20 施設別 情報教室稼働率 
 

  

  

図 21 曜日時限別 情報教室稼働率 
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3-2-3 マルチメディアルームの利用状況 

2021 年度と比較してマルチメディアルームの延べログイン数はほぼ同程度で大きな増減はない。（図 22、図 23）。学部別

および大学院研究科別のログイン数および実利用者数は図 24～図 27 の通り。 

 

 

  

図 22  MMR 延べログイン数の推移 図 23 MMR 実利用者数の推移 
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図 24 学部別 MMR 延べログイン数の推移 

 

図 25 大学院研究科別 MMR 延べログイン数の推移 

 

図 26 学部別 MMR 実利用者数の推移 

 

図 27 大学院研究科別 MMR 実利用者数の推移 
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3-2-4 印刷環境の利用状況 

1） プリンターの設置状況 

印刷環境として授業・自習用パソコン（RAINBOW PC）の設置場所にプリンターを併設している。また、自身のパソコ

ンから印刷することが可能なプリンターを衣笠キャンパス、BKC、OIC、朱雀キャンパスに設置している。 

 

2） 印刷総ページ数の推移 

 

 

 
表 5 プリンター設置状況一覧 

対象施設での印刷ページ数は新型コロナウイルス感染拡大の影

響により 2020 年度に大幅に減少した。2021 年度は引き続き入構制

限や Web 授業が行われ、2022 年度にかけて次第に入構制限は緩和

され対面授業も再開したため、印刷総ページ数は漸増している（図

28）。2022 年度の印刷総ページ数は新型コロナウイルス感染拡大

前の 2019 年度の約 53％まで増加した 。学部別、大学院研究科別

の印刷総ページ数は図 29、図 30 の通り。 

 
図 28 対象施設での印刷総ページ数の推移 

 
図 29 学部別印刷総ページ数の推移 
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3） 一人あたりの印刷ページ数の推移 

学部別、大学院研究科別の印刷ページ数の推移は図 31、図 32 の通り。2020 年度以降入構制限や Web 授業の実施により

減少したが、2021 年度は対面授業も増え前年度より増える傾向がみられた。2022 年度はさらに対面授業が増えたが一人あた

りの印刷ページ数は必ずしも増加していない。学部では経済学部、政策科学部、理工学部は増加したが、他の学部では前年

度より減少している。大学院研究科では約半数の 11 研究科では増加しているが、それ以外は減少している。 

 

  

 
図 30 大学院研究科別印刷総ページ数の推移 

 

図 31 学部別一人あたり印刷ページ数 

 

図 32 大学院研究科別一人あたり印刷ページ数 
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4） 印刷ページ別利用者数 

2022 年度は、1000 枚以下の利用者の割合は全体の 97.2％であり、前年度と変わらない。 

5） 複合機の利用状況 

自身のパソコンからコンコースやコモンズなどに設置された複合機に印刷できる環境を OIC で先行して整備し、同様の

印刷環境を 2017 年度には衣笠キャンパスおよび BKC、2018 年度には朱雀キャンパスに整備した。2020 年度には学友会

からの要望に基づいて衣笠キャンパス、BKC にプリントステーションを増設した。また、朱雀キャンパスでは、新型コロ

ナウイルス感染拡大の影響により三密※回避を目的として、複合機を増設した。2021 年度以降は複合機の設置台数に変動

はない。 

学生の全体の印刷ジョブ数における持ち込みパソコンからの印刷ジョブ数の割合は表 7 の通り。新型コロナウイルス感

染拡大の影響で Web 授業が併用され入構制限も継続していたため、印刷ジョブ数は戻りつつあるが、2019 年度以前の印

刷ジョブ数には至っていない。 

しかし持ち込みパソコンからの印刷ジョブ数の割合はこの 2 年間増加傾向にあることがわかり、朱雀キャンパスではそ

の傾向が強い。 

※ 集団感染防止のために避けるべきとされる密閉・密集・密接のこと 

 

 

 

 

 

表 6 印刷ページ別 利用者数および印刷ページ数 

 
表 7 複合機の印刷ジョブ数 

※カッコ内は印刷ジョブ数のうち持込パソコンから出力したジョブ数の割合 
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6） OIC ICT-Lab.大判プリンターの印刷実態 

3-2-5 授業・自習用パソコン（RAINBOW PC）の利用状況 

1） ソフトウェアの利用状況 

情報教室、MMR 等におけるソフトウェアの利用状況は表 9 の通り。 

対面授業の再開により、ソフトウェアの起動回数は 2019 年度と比べて約 23%程度と、前年度の 20％より起動数が増加した。

年間で 100 回以上起動されたソフトウェアは 54 種でこれも前年度の 49 種より増加した。特に起動数が上位のソフトウェアは

伸び率が高い。利用されるソフトウェアは Microsoft office 製品と Adobe 製品が上位を占めている点は変わらない。 

OIC では ICT-Lab.内に、ポスターセッション等で教員、学

生が利用できる大判プリンターを設置している。印刷数（プ

リント面数）は 2020 年度に激減した。新型コロナウイルス感

染拡大の影響により Web 授業を併用していたが、対面授業が

徐々に再開されたため、2022 年度のプリント面数は回復傾向

にある。 

 
表 8  OIC ICT-Lab.大判プリンターの印刷数 
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表 9 情報教室、MMR 等でのソフトウェア利用状況 
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3-3 各種サービスの利用実態 

3-3-1 メールシステムの利用状況 

1） メールシステムの利用状況 

図 33 は、メールシステムで送受信および開封されたメッセージ数を算出したものである。図 34 はメールシステムの 1

日当たりの最大利用者数である。前年度と比較して、2022 年度は送信・開封件数およびメール利用者数がわずかに減少し

た。 

 

 

 

 
図 33 メッセージ流量 

※ 利用状況は APU、附属校を含む学園全体（APU は 2018 年 8 月より利用） 

  
図 34 日最大メール利用者数 

※ 利用状況は APU、附属校を含む学園全体（APU は 2018 年 8 月より利用） 

メールボックスの利用総容量（図 35）

は一定の割合で増加している。今後も右

肩上がりに増加すると考えられる。 

 
図 35 メールボックス利用総容量 

※ 利用状況は APU、附属校を含む学園全体（APU は 2018 年 8 月より利用） 
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3-3-2 オンラインストレージの利用状況 

  

接続クライアントごとの利用者数は

図 36 の通り。 2022 年度も、Outlook の

Windows 版、macOS 版、スマートフォ

ンアプリの利用者が増加傾向にある。ま

た、POP3 および IMAP4 接続クライア

ントの利用者が大きく減少しており、こ

れは 2022 年 10 月に Microsoft 社のセ

キュリティ対策により基本認証による

接続方式が廃止されたことが要因と考

えられる。 

Outlook(Web) Webメール 

Outlook(Windows) Windows版 Outlook  

Outlook(mac) Mac版 Outlook 

Outlook(mobile) Outlook for iOS/Android 

Other(mobile) Android標準、Gmailアプリ等 

Mail(mac) iOS、macOSの標準メール 

POP3 POP3接続した Thunderbird等 

IMAP4 IMAP4接続した Thunderbird等 
 

 

図 36 接続クライアントごとの利用者数 

※ 利用状況は APU、附属校を含む学園全体（APU は 2018 年 8 月より利用） 

図 37 は、年度内にオンラインストレ

ージを最も利用された日の状況であ

る。2020 年度に新型コロナウイルスの

影響により、OneDrive の利用者が大幅

に増加した。対面授業再開後も共有し

た人数は減少しているが、利用者数は

減少していないことから、個人のデー

タ保存のために活用されていると考え

られる。 
Viewed or Edited ファイル・フォルダを参照、 

または、編集した 

Synced パソコンと同期した 

Shared Internally 学内ユーザと共有した 

Shared Externally 学外ユーザと共有した 
 

 

図 37  OneDrive日毎の最大利用者数 

※ 利用状況は APU、附属校を含む学園全体 

図 38 は、全利用者が利用しているデ

ータ総容量である。2022 年度も、2021

年度と同程度の容量のデータが作成さ

れた。 

 

 図 38 OneDrive 利用総容量 

※ 利用状況は APU、附属校を含む学園全体 
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3-3-3 各種ソフトウェア配布の利用状況 

1） Microsoft 365 Apps for enterprise の利用状況 

「Microsoft 365 Apps for enterprise」は Word、Excel、PowerPoint、Outlook などの Office 製品（デスクトップ版およ

びモバイル版）を個人所有パソコンにインストールして利用できるサービスであり、その利用者数およびデバイス数の年間

推移は図 39 の通り。 

 

 

2) 配布ソフトウェアの利用状況 

2016 年度から継続して Microsoft 社及び Adobe 社との包括ライセンス契約を締結しており、Microsoft 社及び Adobe 社

製のソフトウェアをダウンロードステーション（学内ネットワークから直接パソコンにソフトウェアをダウンロードでき

るサービス）や RAINBOW サービスデスク（以下、窓口）にて教職員に提供している。また、新型コロナウイルス感染拡

大によりオンキャンパスでの利用を前提として整備した情報教室の PC や授業用ソフトウェアの利用に大きな制約が生じ

たため、、2021 年度からは一定の基準を満たすソフトウェアについて学生配布用のライセンスを取得し、IBM SPSS 

Statistics/AMOS、ESRI ArcGIS、MATLAB について学生への配布をオンラインにて開始した。図 40 はソフトウェアの

利用実績をダウンロードステーションおよびオンライン配布からの配布数、窓口での貸出件数ごとに製品別で表したもの

である（32bit 版・64bit 版・Mac 版は分けて表示）。すでにほとんどの製品で 64bit 版が多く利用されており、32bit 版の

利用は一部の製品に限定されている。ダウンロード件数からは、Microsoft 社の Office Professional Plus 2019 と Adobe 社

の Acrobat Pro DC の利用件数が顕著である。 

Adobe 社製品のバージョン CC2019 以降については、情報教室等で利用する共有 PC と個人利用する PC ではライセン

ス体系が異なる扱いとなる変更があり、インストールするファイルも 2 種類に分かれた。バージョン CC2019 以降のソフ

トウェアを利用する場合は、貸出件数の集計はできなくなっている。本統計では教員の個人利用を「Adobe Creative 

Cloud デスクトップ」の申請件数にて集計し、共有利用を「Adobe Creative Cloud SDL」の申請件数にて集計した。 

  

 なお、ダウンロードステーションについては Mac 用ソフトウェアの配布が仕組み上行えなくなったこと、メーカーの

Web サイトから直接ダウンロードするソフトウェアが増加したことなどから、配布対象のソフトウェアが減少したため、

 

図 39   Microsoft 365 Apps for enterprise 年度別利用者およびデバイス数の推移 

※ 各年度の年度末時点の利用者数 
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2022 年度末に運用を終了した。ダウンロードステーションで配布していたソフトウェアは 2023 年度以降 SmartDB によ

り申請を受け付けオンラインストレージで配布する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 40 ソフトウェアのダウンロード・窓口貸出件数 

アプリケーション名

Download

St at ion/

オンライ

ン配布

窓口貸出

Adobe Acrobat Pro DC 32bit 2
Adobe Acrobat Pro DC 64bit 58
Adobe Acrobat Pro DC for Macintosh 0
Adobe After Effects CC (2018) 64bit 0
Adobe After Effects CC (2018) for Macintosh 0
Adobe After Effects CC (2022) SDL 3
Adobe Animate CC (2018) and Mobile Device Packaging 64bit 0
Adobe Animate CC (2018) and Mobile Device Packaging for Macintosh 0
Adobe Creative Cloud SDL 2020 64bit 39
Adobe Creative Cloud SDL 2020 for Macintosh 0
Adobe Creative Cloud SDL 2022 64bit 74
Adobe Creative Cloud SDL 2022 for Macintosh 18
Adobe Creative Cloud デスクトップ 257
Adobe Dreamweaver CC (2015) 32bit 0
Adobe Dreamweaver CC (2015) 64bit 0
Adobe Dreamweaver CC (2015) for Macintosh 0
Adobe Dreamweaver CC (2017) 32bit 0
Adobe Dreamweaver CC (2017) 64bit 0
Adobe Dreamweaver CC (2017) for Macintosh 0
Adobe DreamWeaver CC (2022) SDL 5
Adobe Illustrator CC (2015.3) 32bit 0
Adobe Illustrator CC (2015.3) 64bit 0
Adobe Illustrator CC (2015.3) for Macintosh 0
Adobe Illustrator CC (2017) 32bit 0
Adobe Illustrator CC (2017) 64bit 9
Adobe Illustrator CC (2017) for Macintosh 0
Adobe Illustrator CC (2022) SDL 154
Adobe InDesign CC (2015) 32bit 0
Adobe InDesign CC (2015) 64bit 1
Adobe InDesign CC (2015) for Macintosh 0
Adobe InDesign CC (2017) 32bit 0
Adobe InDesign CC (2017) 64bit 4
Adobe InDesign CC (2017) for Macintosh 0
Adobe InDesign CC (2022) SDL 23
Adobe Lightroom Classic CC (2018) 64bit 2
Adobe Lightroom Classic CC (2018) for Macintosh 0
Adobe Ligtroom CC (2022) SDL 3
Adobe Photoshop CC (2018) 32bit 0
Adobe Photoshop CC (2018) 64bit 12
Adobe Photoshop CC (2018) for Macintosh 0
Adobe Photoshop CC (2022) SDL 168
Adobe Premiere Pro CC (2018) 64bit 3
Adobe Premiere Pro CC (2018) for Macintosh 0
Adobe Premiere Pro CC (2022) SDL 83
Microsoft Office for Mac Standard 2016 Multilanguage 0
Microsoft Office 2016 for Macintosh 0
Microsoft Office for Mac Standard 2019 Multilanguage 0
Microsoft Office 2019 for Macintosh 8
Microsoft Office 2021 for Macintosh 24
Microsoft Office Professional Plus 2016 32bit 8
Microsoft Office Professional Plus 2019 32bit 9 2
Microsoft Office Professional Plus 2019 64bit 282 64
Microsoft Office Professional Plus 2021 32bit 1
Microsoft Office Professional Plus 2021 64bit 174
Microsoft Office アクティベーションツール 251 67
Volume License Serializer for Office 2019 for Mac 0
Microsoft Office Serializer 2019 for Macintosh 5
Microsoft Office Serializer 2021 for Macintosh 3
Microsoft Visual Studio Professional 2010 32bit 0
Microsoft Visual Studio Professional 2015 64bit 0
Microsoft Visual Studio Professional 2017 64bit 0
Microsoft Visual Studio Professional 2019 64bit 0
Microsoft Windows 10 Enterprise 2019 LTSB 64bit 1
Microsoft Windows 10 Professional 32bit 3 1
Microsoft Windows 10 Professional 64bit 42 72
Microsoft Windows 11 Professional 64bit 31
Microsoft Windows 7 Professional SP1 32bit 0
Microsoft Windows 7 Professional SP1 64bit 0
Microsoft Windows 8 Professional 64bit 0
Microsoft Windows 8.1 Professional 32bit 0
Microsoft Windows 8.1 Professional 64bit 0
Microsoft Windows アクティベーションツール 32bit 2
Microsoft Windows アクティベーションツール 64bit 52
Microsoft Windows Server2012 R2 64bit 0
Microsoft Windows Server2016 64bit 0
Microsoft Windows Server2019 64bit 1
IBM SPSS Statistics/Amos 1399
ArcGIS 182
ArcGIS Online 283
ArcGIS 10.8.1 0
Mathematica 12.3.1 Linux 0
Mathematica 12.3.1 Mac 2
Mathematica 12.3.1 Win 7
Mathematica 13.0.1 Mac 4
Mathematica 13.0.1 Win 4
STATA 393
SolidEdge 2021 Win 5
ChemDraw Professional 642
Matlab 1400

ダウンロードステーション／オンライン配布 窓口貸出

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000 1100 1200 1300 1400 15000 50 100 150 200 250 300
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3-3-4 視聴覚資料の貸出状況 

 

4 情報セキュリティの脅威 

 

 

 

視聴覚資料貸出は、大型ディスプレイやプロジェクターな

どの教室 AV 機器利用促進のため 2000 年ごろにサービスを

開始した。しかし現在では、多くの授業において視聴覚資料

の利用以外で教室 AV 機器が活用されており、当初の利用促

進としての役割は薄れている。 

また、視聴覚資料は、教員からの希望で整備する他、言語教

育企画課が購入した資料も RAINBOW サービスデスクで貸

出を行っている（資料総数 2 万点超）。 

2022 年度より、整備した資料の利用実態把握のため、各年

度で一度でも貸出のあった情報基盤課購入資料の集計を掲載

する(図 41)。2022 年度については、全体の約 0.1%にあたる

14 点が貸し出された。前年度より貸出点数が減少し、依然と

して大半が貸出実績のない状態である。 

 

図 41 視聴覚資料の貸出状況 

情報セキュリティの脅威が年々高度化・巧妙化してお

り、本学も膨大な数のサイバー攻撃を受けているが、情

報セキュリティ対策整備によりサイバー攻撃を検知し防

御することで情報セキュリティ事故発生を未然に防いで

いる。 

全学ファイアウォールの IPS 機能により、サーバやネ

ットワークの外部との通信を監視し不正アクセスを検知

している(図 42)。また、Microsoft 365 のメールシステム

で提供されているメールゲートウェイでは、接続元 IP 制

限、マルウェア検知、検疫、迷惑メール検知、なりすま

し検知などの機能を有しており多様なパターンのメール

による攻撃を検知・防御している(図 43、図 44)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 42 全学ファイアウォール IPS 機能（単位：アクセス件数 ） 

検知項目名称 概要 

virus 

(アンチウイルス) 

コンピュータウイルスのファイル送受信を検知する機能。コンピュータウイル

スとはコンピュータに常駐して動作し、該当のパソコンのデータの破壊等を目

的としているプログラムを指す。 

spyware 

(アンチスパイウェア) 

スパイウェアによる不審通信を検知する機能。スパイウェアとはコンピュータ

に常駐し、利用者が入力した情報やコンピュータ内に保存された情報を秘密裏

に収集するプログラムを指す。 

vulnerability 

(脆弱性防御) 

コンピュータ上で動作するプログラムの不具合(脆弱性)をついて、コンピュー

タへの不正プログラムの埋め込み等を狙う攻撃を検知する機能。 
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全学ファイアウォールの IPS 機能で検知・防御している攻撃数のうち、「spyware（アンチスパイウェア）」が二年連続

で大幅に増加しているが、これは「新型コロナウイルス感染拡大に対する立命館大学の行動指針（BCP）」における活動制

限レベル引き下げによってキャンパス内で授業を受講する学生が増えたこと、Web 授業増加により個人端末を学内ネットワ

ークに接続する機会が増えたこと、無線 LAN の 802.1x 認証導入により端末が自動的に学内無線 LAN に接続するようにな

ったことなど、学内 LAN への接続台数が増加したことが主たる要因と推測される。 

Microsoft 365 メールゲートウェイ検知において、2022 年度はスパム・マルウェア検出の割合が 68％を占めている。スパ

ム検出件数は、前年度の約 1.8 倍と大幅に増加した。 

日々変化する情報セキュリティの脅威に対し、今後も継続的に情報システムの情報セキュリティ対策を見直すとともに、

国内外の情報セキュリティ関連情報を収集し、学内への注意喚起を積極的に実施していく。 

 

  

 

図 43 Microsoft 365 メールゲートウェイ検知件数 

※ APU、附属校を含む学園全体 

 

図 44 Microsoft 365 メールゲートウェイ検知割合 

※ APU、附属校を含む学園全体 
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5 参考資料 

5-1-1 2018 年度～2022 年度 学部別学生数の推移（各年度 5 月 1 日現在） 

  

5-1-2 2018 年度～2022 年度 大学院研究科別学生数の推移（各年度 5 月 1 日現在） 

  

学部 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

法学部 3,531 3,363 3,222 3,138 3,139
経済学部 3,326 3,341 3,312 3,229 3,242
経営学部 3,495 3,393 3,304 3,224 3,312

産業社会学部 3,901 3,656 3,487 3,396 3,316
国際関係学部 1,399 1,387 1,403 1,404 1,454

政策科学部 1,653 1,706 1,700 1,684 1,684
文学部 4,328 4,097 4,069 4,146 4,354

映像学部 698 667 680 676 685
総合心理学部 916 1,150 1,153 1,168 1,156

理工学部 3,927 3,898 3,851 3,933 4,071
情報理工学部 2,025 1,984 1,953 1,970 2,019

生命科学部 1,236 1,252 1,283 1,252 1,277
薬学部 827 819 817 823 816

スポーツ健康科学部 983 1,000 985 991 1,030
食マネジメント学部 355 602 921 1,238 1,261

グローバル教養学部 - 23 103 195 278

計 32,600 32,338 32,243 32,467 33,094

大学院研究科 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

法学研究科 31 51 54 34 46
経済学研究科 122 133 120 102 107
経営学研究科 86 86 87 107 112
社会学研究科 127 124 141 150 132

国際関係研究科 149 176 187 184 183
政策科学研究科 110 110 73 72 87

公務研究科 19 2 1 1 -
応用人間科学研究科 36 4 - - -
言語教育情報研究科 103 93 78 67 71

文学研究科 233 224 217 190 186
理工学研究科 802 839 891 960 898

情報理工学研究科 378 436 441 438 435
生命科学研究科 308 340 279 291 335

テクノロジー・マネジメント研究科(MOT) 153 180 156 170 155
先端総合学術研究科 164 168 168 176 186

法務研究科 63 79 91 115 131
経営管理研究科(MBA) 84 112 119 117 122

スポーツ健康科学研究科 80 93 91 111 114
映像研究科 15 18 19 21 21
薬学研究科 12 17 63 79 80
教職研究科 70 68 56 55 59

人間科学研究科 83 164 197 217 231

食マネジメント研究科 - - - 20 40

計 3,228 3,517 3,529 3,677 3,731


